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な
つ
か
し
の
大
洲

。

(
田
園
都
市
大
洲
)

農
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
、
風
光
明
美
な
田
園
都
市
大

洲
。
最
近
で
は
、
受
通
網
の
発
達
や
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に

伴
い
、
少
し
ず
つ
そ
の
様
相
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。

田
園
都
市
の
表
現
が
ピ
ッ
タ
リ
の
こ
の
こ
枚
の
写
真
は
、
現

国
道
日
号
、
県
道
大
洲
保
内
線
(
旧
国
道
叩
号
)
が
整
備
さ
れ
て

閏
も
な
い
頃
の
も
の
で
す
。
左
の
写
真
は
、
現
在
の
J
R大
洲

駅
前
三
叉
路
か
ら
若
宮
方
面
に
向
け
て
力
メ
一
フ
を
向
け
た
も
の
、

下
の
写
翼
は
阿
蔵
、
西
大
洲
の
田
園
風
景
で
す
。
現
在
の
風
景

を
思
い
浮
べ
て
、
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今月の閉斤土曜日は

12月14日と28日です

市民の皆様のこ、理解と

ご協力をお願いします

。市民運動会……….p4 ~5 

今月号の主な内容

。運転するなら

飲まないで....・....p2 

o観光名刺ができました…P3

。年末年始のお知らせ……P8



大
洲
市
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

昨
年
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

若
者
の
暴
走
運
転
に
よ
る
事
故
や
、
高

齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
を
巻
き
込
ん
だ

事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

年
末
年
始
は
、
例
年
、
車
の
量
や
人

の
流
れ
が
多
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
時
期
は
、
気
分
的
に
も
慌
た
だ
し

く
な
り
、
先
を
急
ぐ
あ
ま
り
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
す
ぎ
た
り
、
信
号
無
視
を
す
る

車
が
増
加
す
る
よ
う
で
す
。
特
に
、
忘

年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

も
あ
っ
で
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

健
康
な
大
人
は
、
普
通
わ
酒
を
一
合

く
ら
い
、
ビ
ー
ル
な
ら
一
本
程
度
で
、

「
ほ
ろ
酔
い
し
と
い
う
状
態
に
な
り
ま

す
。
「
ほ
ろ
酔
い
」
程
度
で
も
、
理
性

を
失
い
、
運
転
に
必
要
な
能
力
に
支
障

を
き
た
し
て
き
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

おおず 平成3年12月1白広報

ハ
ン
ド
ル

、を
子
に
す
る
と
き
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ゆ
と
り
を
も

っ
て
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
、
飛
び
出
し
ゃ

車
の
直
前
直
後
の
横
断
を
避
け
、
道
路

を
横
断
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
横
断
歩

道
を
渡
る
な
ど
、
安
全
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

10月末までの
大洲市内の交通事故

10月末現在 昨年同期

イ牛 数 200 223 

負傷者 254 321 

死 者 2 1 

日
大
洲
市
で
は
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

匂
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福
し

日
一
月
十
五
日
に
記
念
の
式
典
を
開
催
し

ヂ
ま
す
。
大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
成
人

一
対
象
者
に
は
、
十
二
月
中
旬
に
案
内
状

引
を
送
付
し
ま
す
。
も
し
、
も
れ
て
い
る

古
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連

問
結
く
だ
さ
い
。

内
な
わ
、
本
籍
が
大
洲
に
あ
る
人
は
、

~
転
出
し
て
い
で
も
、
希
望
が
あ
れ
ば
大

ま
た
、
市
内
に
わ
け
る
違
法
駐
車
(
停
一
洲
で
成
人
式
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

車
)
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
駐
・
停
車
一
ま
す
。
希
望
者
は
、
最
寄
り
の
公
民
館

の
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
に
車
を
止
め
一
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

る
と
、
交
通
の
流
れ
を
悪
く
す
る
だ
け
日
開
催
日
時
平
成
四
年
一
月
十
五
日

で

な

く

、

ド

ラ

イ

バ

ー

の

心

か

ら

「

ゆ

や

午

前

九

時

か

ら

と
り
」
の
三
文
字
を
奪
い
大
一
る
こ
と
に
一
開
催
場
所
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
i
ル

も
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
、
緊
急
車
両
一
対
象
者
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か

が
通
行
す
る
際
に
は
、
大
変
な
支
障
と
出
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

な
り
、
人
命
を
左
右
す
る
結
果
に
も
つ
一
ま
れ
た
人
で
、
大
洲
市
に
住
民
票
又
は

な
が
っ
て
く
る
の
で
す
。
一
本
籍
を
有
す
る
成
人
者
。

交
通
事
故
を
防
ぎ
、
安
全
な
交
通
環
一
問
い
合
せ
先
大
洲
市
教
育
委
員
会
社

境
を
確
保
す
る
う
え
で
も
、
違
法
な
駐
一
会
教
育
体
育
課
宮
⑪
2
1
1
1
内
線

車
停
車
は
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
吋

3
8
9

す
。
道
路
は
み
ん
な
で
正
し
く
使
い
、
日

迷
惑
な
駐
車
停
車
は
や
め
る
よ
う
に
し
日

ま

し

ょ

う

。

ザ

2 ー

成

人

式

の

案

内

-、、
、ー

迷惑駐車.ゲ

ー
教
育
委
員
会

1
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大道芸人か'↑ち
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湘
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お
ま
つ
り
村
山
ゆ

大
に
ぎ
わ
い

可考F

十
一
月
三
日
開
村
し
た
よ
の
ま
つ
り
村
ι

は、

好
天
に
も
恵
ま
れ
て
、
例
年
を
し
の
ぐ
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
大
阪
か
ら
の

大
道
芸
人
た
ち
ゃ
秋
田
か
ら
や
っ
て
来
た
η

わ
ら

び
座
H

な
ど
も
特
別
参
加
。
来
村
し
た
人
々
を
十

分
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

平成3年12月1日

し1
3 
ん
怠
催
レ
ザ
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〈トι
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川
大
洲
市
観
光
総
合
宣
伝
事
業
推
進
協

川
議
会
(
会
長
桝
田
奥
一
)
で
は
、
こ
の

川
程
、
観
光
名
刺
を
二
種
類
作
成
し
ま
し

山
た
。
内
伊
予
の
小
京
都
お
わ
ず
u

の
イ

川
メ
l
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
市
民
の
み

川
な
さ
ん
に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

川
と
思
い
ま
す
。

ー
名
刺
は
、
「
肱
川
の
う
か
い
」
と
「
冨

川
士
山
の
つ
つ
じ
L

の
二
種
類
で
、
そ
れ

川
、
ぞ
れ
カ
ラ

I
写
真
を
上
半
分
に
配
し
、

川
下
に
大
洲
市
の
水
と
緑
を
象
徴
す
る
ラ

川
イ
ン
を
入
れ
て
い
ま
す
。

観
光
名
刺
が
で
き
ま
し
た
ノ
・

〈
〉
大
洲
市
〈
〉

台
紙
(
百
枚
一
組
)
は
無
料
で
す
が
、

名
前
印
刷
の
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

-
観
光
名
刺
の
申
し
込
み
圃

O
台
紙
(
百
枚
一
組
)
無
料

O
名
前
印
刷
(
百
枚
一
組
)
千
円
か
ら

O
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
2
7

- 3 



平成3年12月1日広報おおず

十
月
十
日
、
喜
多
小
学
校
を
会
場
に
市

民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

市
内
の
十
三
チ

l
ム
が
元
気
に
参
加
。
熱

戦
の
末
、

八
多
喜
地
区
が
昭
和
六
十
三
年

の
初
優
勝
以
来
、
二
度
目
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

4

司
力
強
い
選
手
宣
誓

.、
.̂ 
余

ザ
イ
コ
口
で

d

可

運

だ

め

レ

mv
一

げ
ん
ば
れ

げ
ん
ば
れ

4 
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平成 3年度市民運動会地区別得点集計表
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3 三善 9 5 13 9 13 

4 菅田 10 9 8 12 3 8 

5 柳沢 13 6 5 11 12 9 

6 南久米 2 4 10 8 5 10 

7 新谷 7 10 8 5 13 4 

8 肱北A 5 11 5 7 4 12 
9 久米 4 13 5 2 6 5 

10 平野 6 12 8 6 9 

11 上須戒 12 2 12 4 10 3 
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平成3年12月1日おおず広報

公
共
下
水
道
事
業
の

お

知

ら

せ

市
で
は
、
肱
川
の
水
質
浄
化
な
ど
快
適
な
市

民
生
活
を
築
く
た
め
に
、
公
共
下
水
道
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
大
洲
病
院
・
市

民
会
館
付
近
を
中
心
に
、
下
水
道
管
の
埋
設
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
工
事
の
進
行
に
伴
っ
て
、
通
行
制
限

な
ど
付
近
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
の
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
工
事
期
間
一

1
平
成
四
年
三
月
末

※
期
間
中
の
工
事
予
定
区
聞
は
下
図
の
と
わ
り

で
す
。
公
共
下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

都
市
整
備
課
公
共
下
水
道
係
ま
で
。
宮
⑫
2
1

1
1
内
線
2
8
8
・
2
9
0

炉雇用促進住宅4

雇用促進住宅は、雇用保険の被保険者

入居者募集中/

で、扶養家族のある人が入居できる住宅

に国が建です。県下には 6地域(640戸)

設・運営しています。現在、入居者を募

集していますので、入居を希望される方

家賃:15，600円-16，200円

共益費:500円-2，300円

問い合せ先:ハローワーク大洲(宮⑫3191)

又は愛媛雇用促進センター
(宮:0899-47-6677) 

住宅:鉄筋コンクリート、パス・トイレ

は、下記までわ聞い合せください。

場所:大洲市多国甲 6-2

イ寸き 2DK

識nu 
ケヌ

の
二
時

ミ
のもしも

ラッフ?カt

-包帯に!?

一消防署から

安
全
と
思
わ
れ
て
い
る
家
の
中
で
も

実
は
危
険
が
一
杯
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
け
が
を
し
た
時
、
身
近
に
ふ
め
る
も

の
を
使
っ
た
応
急
手
当
を
知
っ
て
い
れ

ば
と
て
も
便
利
で
す
。

包
帯
の
代
わ
り
に
、
身
近
な
ラ
ッ
プ

を
使
っ
た
止
血
の
方
法
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
腕
や
足
、
頭
な
ど
を
切
っ
た
場
合
}

皮
膚
に
直
接
ラ
ッ
プ
を
当
て
巻
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
ラ
ッ
プ
が
傷
口
を
庄

ご存じですか

検察審査会

迫
し
、
止
血
の
役
目
を
果
た
し
て
く
れ

ま
す
し
、
ラ
ッ
プ
は
殺
菌
さ
れ
て
お
り

衛
生
面
で
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
空
気
も
ほ
と
ん
ど
通
さ
な
い
の
で

感
染
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

ラ
ッ
プ
は
止
血
の
ほ
か
骨
折
し
た
時

の
固
定
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
応
急
手
当
て
の
後
は
、
近
く
の

お
医
者
さ
ん
で
み
で
も
ら
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

消
防
署
で
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え

て
、
け
が
や
急
病
な
ど
の
応
急
手
当
の

方
法
に
関
す
る
救
急
法
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
学
習
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
消
防
署
救
急
担
当
(
宮
⑫
2
6
6

5
)
ま
で
。

の被害にあい、警察や検察庁に訴えた

が、検察官がその事件を起訴してくれ

ない。このような不満をお持ちの方の

ために検察審査会があります。:b'気軽

にご相談ください。費用は無料で、秘

密は固く守られます。

検察審査会に関するお問い合わせは

わどしなどの犯罪交通事故、詐欺、

- 6 ー

下記まで。

大洲市大社l'I845

松山地方裁判所大洲支部内

大洲検察審査会事務局

宮⑫2038



おおず広報

老人医療費の

一部負担金が

変わります

平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
老
人
保
健

法
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
今
後
も
増
加
が
予

想
さ
れ
る
老
人
医
療
費
の
負
担
を
適
切

に
分
か
ち
合
い
、
安
心
し
て
老
後
を
過

ご
せ
る
施
策
を
充
実
さ
せ
る
一
環
と
し

て
、
介
護
と
負
担
の
問
題
を
中
心
に
行

な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

平成3年12月1日

(
改
正
点
)

一
部
負
担
金
が
段
階
的
に
改
正
さ
れ

ま
す
。平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

・
外
来
(
一
ヵ
月
に
つ
き
)
九
百
円

・
入
院
(
一
日
に
つ
き
)
六
百
円

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

-
外
来
(
一
ヵ
月
に
つ
き
)
千
円

・
入
院
(
一
日
に
つ
き
)
七
百
円

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら

・
消
費
者
物
価
の
変
動
率
に
ス
ラ
イ
ド

し
て
改
定
し
ま
す
。

な
お
、
一
部
負
担
金
減
額
認
定
者
の

入
院
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行

ど
お
り
(
一
日
に
つ
き
一
二
百
円
だ
け
を

二
ヵ
月
間
だ
け
払
う
)
に
据
え
置
い
て

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

老
人
保
健
の

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
当
市
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

氏

名

住

所

電

話

O
玉
木
道
輝
(
北
只
)
⑫
3
7
9
4

0
亀
井
悦
子
(
大
洲
)
⑫
5
7
3
0

0
東
定
一
郎
(
森
山
)
⑫
0
0
2
5

0
山
根
義
徳
(
市
木
)
⑫
4
6
3
2

0
森
本
幸
衛
(
藤
縄
)
⑫
0
8
7
7

向
毎
年
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

老
人
保
健
法
に
よ
っ
て
、
七
十
歳
(
寝
均
の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
人
権
週

た
き
り
の
老
人
は
六
十
五
歳
)
以
上
の
吋
聞
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
内
人
権
以

わ
年
寄
り
は
、
み
ん
な
老
人
保
健
制
度
押
と
い
う
も
の
を
再
認
識
し
、
ま
た
、
自

の
も
と
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
時
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人
権
を
侵

て

い

ま

す

。

間

し

て

い

な

い

か

反

省

し

て

み

る

週

間

で

七
十
歳
に
な
る
ま
で
は
、
国
民
健
康
問
も
あ
り
ま
す
。

保
険
や
職
場
の
健
康
保
険
、
共
済
組
合
間
差
別
、
い
や
が
り
せ
、
家
庭
問
題
、

な
ど
の
加
入
者
(
被
保
険
者
や
扶
養
家
時
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
子
供
た
ち
の
い

族
)
と
し
て
医
療
機
関
に
か
か
り
ま
す
閉
じ
め
、
体
罰
の
問
題
な
ど
で
わ
困
り
の

が
、
七
十
歳
に
な
る
と
誕
生
日
の
翌
月
間
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法

か
ら
、
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
で
務
局
又
は
そ
の
支
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ

き
り
の
人
は
、
寝
た
き
り
の
状
態
で
あ
閉
し

る
と
市
町
村
長
が
認
定
し
た
翌
月
か
ら
、
可
8
0
Jリ
J
J
1寸
8
1
1
j
t
t
8
2
2
8
t
8
2
8
2
t
s
t
8
2
8
8
2
8
E
g
g
s
t

老

人

保

険

で

診

療

を

受

け

る

こ

と

に

な

一

納

め

忘

れ

は

基

礎

年

金

」

も

あ

り

ま

す

。

た

だ

し

、

知町
r
b引
い
い
日
郡
山
町
…
あ
り
ま
せ
ん
か
ば
日
訪
日
日
日
仁
じ
い

わ

れ

ま

せ

ん

)

一

1
国
民
年
金
保
険
料

1

ぺ
:
;
=
j
i
;
!

六
十
五
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
人
は
、
一

l
j
」

1
1
1
1

保
険
料
は
毎
月
納
め

5
の
が
原
則
下

国
民
年
金
証
書
、
身
障
者
手
帳
又
は
医
一
人
生
八
十
年
時
代
と

ιっ
て
、
社
会
す
が
、
何
ぷ
の
理
由
?
年
度
内
に
納

師
の
診
断
書
に
保
険
証
を
添
え
て
、
市
一
の
高
齢
化
が
進
み
、
し
っ
か
ー
と
し
た
め
る
こ
と
の
で
き
な
か
り
た
保
険
料
に

役
所
で
認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
的
老
後
人
ゆ
備
え
が
必
要
ιな
っ
て
き
ま
つ
い
で
片
ー
二
年
前
ま
で
で
一
め
れ
ば
、

同
し
た
。
「
年
金
」
は
、
老
後
の
備
え
を
考
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

な
お
、
老
人
医
療
に
関
す
る
お
問
い
時

J

J

;
ト

ιト
J
j
l
一一
J
f
-
l
u
-
-
げ

寸

勺

い

汁

ト

γ
北
川
一
一
一
ト
ハ
一
V
-
J
-
一一;ー

却
え
る
上
で
の
大
き
な
支
え
に
な
つ
て
い
す
。
過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な

合
せ
は
、
保
険
衛
生
課
保
険
係
ま
で
O

叩

i

一1Jイ i

一¥『¥〆J
3
v

じ
一

1ノて一
i‘:〈;yt
、
;
l
一4〆〈t一
-

L

γ

冶

い

1到

;Jぺν
リ汀一j
一叶汁一
J寸q
パ
jイ伊

Jぺ…

…

叩

十

ま

す

。

い

か

、

今

一

度

確

か

め

て

み

て

く

だ

さ

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
6
2
邸

、

J
i、

J

L

:
、
，

f
p
〉

:

〉

川

上

γ

〆

-
E
石

7
b
v
-
o
v
〈

Y
-
1

部
ま
た
、
「
年
金
」
は
、
老
後
の
た
め
い
。

明
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民

間
年
金
に
は
、
万
一
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

柏
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
る
こ
と

拘
の
で
き
る
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
、
死

問
亡
し
た
と
き
に
遺
族
が
受
け
る
「
遺
族

基
礎
知
識

人

権

週

間

- 7 



平成3年12月1日

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ

大
洲
市
で
は
、
年
末
年
始
の
業
務
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
年
末
は
、
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
か
ら
、
ご
用
の
あ
る

方
は
早
め
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁

ロ
月
幻
日
(
金
)
ご
用
納
め

ロ
月
お
日
(
閉
庁
土
曜
)
)

一

一

休

み

ま

す

1
月
3
日

(

金

)

}

1
月
4
日
(
土
)
ご
用
始
め

な
お
、
こ
の
間
の
急
用
に
つ
い
て
は

宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
宿
日
直
者
で
は
処
理
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

おおず広報

力
大
洲
市
役
所
μ

市
立
大
洲
病
院

宮
⑫
2
1
5
1

1 1 1 12 12 12 12 
月月 月月 月月月
4 3 ~ 1 31 30 29 28 
日日 日日一日日日

土金水火 月日土

診一一(一一一「一休診
療休 診昌診療
し診療J、しし
ま し し栄まま
すま ま工すす
す すり

い申※ 1 12し中れ※ 1 1 1 12 
しし年月 月尿)る環月月 月月
ま込末 5 一一 30のま方境 4 3 1 31 
すみは日一日くではセ日日~日目
。はと~ ~みに、ン"，---..... _..---..._ ---.....--.... 
、て士 月取お 12タ土金 水火

12 も~ ~り厚~月 I ~、~ ~~ 

月混ーー~一一' い 31ヘ収ーーーーま
13雑休 し日ゴ集休で
日しみ まのミしみ収
ままま す 12をまま集
ですす ひ時持すすし
にの ~ち ま
わで 午込 す
願、 前ま

12 12 12 12 12 12 12 12 
(月(月(月(月(月(月(月(月
月 23 日 22 士 21 日 15 土 14 日 8 土 7 日 l
)白)日)日)日)日)日)日)日

ゴ
ミ
収
集
・

し
尿
く
み
取
り

月
支
え
合
う
社
会

理
解
あ
る
心
μ

十
二
月
九
日
は
「
障
害
者
の
日
」

で
す
。
障
害
を
も
っ
人
の
福
祉
の

増
進
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

水
道
業
者
の

漏

水

当

番

三
原
設
備

宮
⑪
3
7
8
3

佐
藤
水
道
庖

告

(
ω
4
4
1
0

偏
丸
電
工
業

告
⑪
5
3
5
1

浜
住
設
備

宮
(
⑪
4
6
4
5

い
の
水
道
工
事
后

宮

(
ω
2
2
1
6

滝
田
水
道
居

宮
(
⑪
0
9
0
1

内
田
電
気
水
道
設
備

告
(
⑪

2
9
4
4

中
野
管
工
事
工
業

宮

(
ω
3
7
9
2

偏
オ
ク
ダ
設
備

宮
⑫
4
5
1
9

西
田
水
道
庖

宮
⑫
0
2
6
5

神
田
鉄
工
所

宮
⑫
4
5
7
7

淳
山
水
道
工
事
庖

告

(
ω
2
5
8
3

城
戸
電
業
社

宮
(
⑪
2
9
4
4

伊
予
屋
住
設

告

(
ω
2
5
4
1

土
居
鉄
工
所
械

宮

(
ω
4
5
1
9

岡
福
水
道
工
事
庖

告

(
ω
3
6
5
6

南
予
水
道
住
設
帰

告

(
ω
4
5
7
7

大
塚
鉄
工
所

宮
(
⑪

0
3
0
0

居
一
加
鉄
工
所

宮
⑫
0
0
2
0

神
南
設
備

宮
(
⑪

4
6
8
4

徳
森
設
備

宮
(
⑪
4
0
2
3

久
保
鉄
工
所

宮
⑫
0
5
3
7

樹
九
電
工
業

宮
⑪
5
3
5
1

蔵
田
水
道
庖

宮
⑪
5
9
6
8

三
原
設
備

宮
⑫
3
7
8
3

佐
藤
水
道
居

告

(
ω
4
4
1
0

い
の
水
道
工
事
唐

古
⑪
2
2
1
6

浜
住
設
備

告
(
匂

4
6
4
5

内
田
電
気
水
道
設
備

宮
(
⑪
2
9
4
4

滝
田
水
道
庖

宮
(
匂

0
9
0
1

詳
し
く
は
水
道
課
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
7
7

ロ
月
刊
ω
日

(
土
)

ロ
月
お
日

(
日
)

ロ
月
初
日
(
月
)

ロ
月
白
日

(
火
)

- 8 ー

1
月
1
日

(
水
)

1 
(月
木 2
~日

1
月
3
日

(
金
)



ト会 日 i宅 {加 {早付を金
金 )金 金指リ社金本金金金 ま-新資入現利めけ行住愛
一 一 一定 l 一社一一一 『やミ中築金期在用にでつ宅媛
封 封 封配 ピ封会封封封 C_~古住の間厚でおいて融県
~ ~ ~分会ク(福( 十蛍『三住宅使が生き申まい資年
寄柚柚肱平平)長ト寄祉社 A 月 0"> c_ ~宅・い三年るしすま」金

基木木車寄霊 久 lf:芸議議要量 三くろ i量32Z毒ムま字て2語
を 区区保)会力洲町+りの E入シ}上険 く、次し協
中 社社田パ 費 一 言及ョののだごの込会
島植植協二協 l徳 )松大(日も Eびン 人加 さ希要みで

要木木長富三 E7森 富早成整分の i差是 。会 し:勇軍需 lモ
害行秀社彰 ビ有法サ正略ま E築売 で 方受付「
対秀樹協男 ク限人カ弘)で 三な住 、 はけけ年

おおず

年
金
住
宅
融
資
の

'"?~ 

‘ー

案

内

広報平成3年12月1日

ど
の
住
宅
改
良
資
金
。

{
融
資
金
額
}

所
要
資
金
の
八
O
%
以
内
で
、
最
高

千
八
百
八
十
万
円
ま
で
。

{
融
資
利
率
}

年
五
・
九
七
%
(
一
般
貸
付
)

{
返
済
方
法
}

元
金
均
等
返
済
・
元
利
均
等
返
済
の

選
択
。
{
返
済
期
間
}

住
宅
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

五
年
か
ら
三
十
五
年
。

{
受
付
期
間
}

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

(
た
だ
し
、
予
定
枠
内
で
締
め
切
り

策
本
部
へ
)

菊

地

徹

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

梅

川

矢

野

薫

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

今

井

要

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
と
柳
沢
地

区

社

協

へ

)

新

谷

矢

野

健

二

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

谷

岡

宗

衛

金
一
封
(
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

収
益
金
を
柳
沢
地
区
社
協
ヘ
)

柳
沢
歌
謡
連
合
会
(
代
表
)
矢
野
健
二

金
一
封
(
三
善
公
民
館
と
市
社
協
へ
)

春

賀

宮

本

武

男

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

山

下

園

夫

(
物
品
の
口
座
)

衣
類
・
食
器
ほ
か
、
段
ボ
ー
ル
七
箱

長
谷
地
区

イベミ
表

ま
す
。
)

一
問
い
合
せ
先
}

社
団
法
人
・
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

2
0
8
9
9
⑪
7
6
6
7
 

(
温
泉
郡
中
島
町
災

長
谷
地
区
代
表

米

二

俵

半

害
対
策
本
部
へ
)

菊

地

徹

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

共
同
募
金
は
ロ
月
幻
固
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

No.157 

「
人
権
と
歴
史
」

分
裂
支
配
の
確
立
(
つ
づ
き
)

と
こ
ろ
が
、
「
生
か
さ
ぬ
よ
う
、
殺

さ
ぬ
よ
寸
」
ぎ
川
口
、
明
り
ま
で
年
貢
を
と

ら
れ
、
訓
帆
一
法
と
噴
乏
に
一
市
し
む
農
民
た

ち
は
、
苛
酷
吐
差
別
政
策
に
た
ま
り
か

ね
い
い
者
姓
一
撲
な
ど
で
激
し
く
支
配
者

に
抵
抗
し
ま
し
た
。
当
時
、
人
口
の
八

十
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
の
農
民
を
、
わ

ず
か
七

1
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
武
士
が
支

配
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

身
分
制
度
を
強
め
る
だ
け
で
は
ま
に
あ

わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
農
民
の
不
平
・

不
満
を
そ
ら
す
た
め
に
、
制
度
と
し
て

さ
ら
に
下
の
身
分
を
つ
く
ろ
う
と
し
ま

し
た
。当

時
の
政
治
・
唯
一
清
の
し
く
み
の
中

で
行
き
づ
ま
り
、
没
落
せ
ざ
る
を
鴇
泣

か
っ
た
以
た
怜
、
神
社
や
寺
院
の
雑
事

や
川
の
渡
し
守
を
し
た
門
、
〈
用
水
池
や

悼
せ
き
の
管
理
、
わ
ら
細
工
、
皮
革
工

害
時
化
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
北
山
、
羽
化
、

警
古
能
人
な
ど
の
一
部
が
、
被
差
別
身

分
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
び
と
が
、
そ
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
た
の
は
、
農
業
だ
け
で

は
生
活
が
で
持
片
か
っ
た
り
、
住
ん
で

い
た
土
地
の
条
件
に
あ
っ
た
生
活
を
す

る
た
め
で
あ
っ
た
し
、
当
時
の
社
会
が

そ
れ
ら
の
仕
事
を
必
要
と
し
た
か
ら
で

し
た
。

人
権
と
同
和
教
育

と
こ
ろ
が
、
支
狸
清
は
、
農
民
や
町

人
を
分
裂
さ
せ
、
権
力
に
向
け
て
く
る

抵
抗
を
そ
ら
し
、
年
貢
を
と
り
や
す
く

す
る
た
め
に
、
士
・
農
・
工
・
商
の
下

に
さ
ら
に
下
の
身
分
を
つ
く
り
、
こ
れ

ら
の
人
び
と
を
位
置
づ
け
て
い
っ
た
の

で
す
。や
が
て
、
こ
れ
ら
の
人
び
た
は
、
一

定
の
地
域
に
住
ま
わ
さ
れ
、
税
を
と
ら

れ
な
が
ら
も
、
農
・
工
・
高
か
ら
切
り

は
な
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

十
七
世
紀
の
中
ご
ろ
以
降
幕
府
や
藩

で
は
)
こ
れ
ら
の
火
び
と
の
宗
門
帳
や

U
1
5
2
3

ち

う

ほ

き

L

A

検
地
帳
を
別
の
帳
簿
に
し
て
、
近
隣
の

人
び
と
と
の
聞
に
わ
け
へ
だ
て
を
つ
く

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
い
瀬
業
を
制
限

し
た
り
、
住
む
場
所
冶
限
定
し
、
他
へ

移
り
住
む
こ
と
も
禁
止
し
て
い
っ
た
の

で
す
。

さ
吋
品
目
J

汚
ん
、
こ
の
よ
う
な
不
合
理
な

差
別
政
策
に
対
し
て
、
「
差
別
さ
れ
る

い
わ
れ
は
な
い
し
な
ど
と
言
っ
て
、
強

く
反
対
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
支
配
者

け

ん

り

ょ

〈

ム

れ

た

勺

j

し
ょ

は
、
権
力
持
っ
か
つ
て
、
触
や
達
書
で

差
別
を
強
制
し
て
い
き
ま
し
た
。
(
つ
づ
く
)

- 9ー



止
め
、
暖
簾
の
外
ま
で
足
を
運
ん
で
懇

切
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
っ
た
の
に
は
、

こ
ち
ら
の
方
が
恐
縮
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
ち
の
人
達
に
旅
の
人
を
も
て
な
す
心

が
、
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
る
の
を
強

東
京
駅
を
発
車
し
た
上
越
新
幹
線
人
々
が
交
流
し
な
が
ら
発
展
し
た
街
で
く
感
じ
た
。

「

あ

さ

ひ

」

は

、

約

二

時

間

の

行

程

で

あ

る

。

り

わ

日

昔

よ

り

「

花

よ

り

ダ

ン

ゴ

」

と

り

フ

新
潟
駅
に
到
着
し
た
。
大
平
洋
側
か
ら
人
々
の
往
来
に
、
も
て
な
し
の
生
業
一
言
葉
が
あ
る
。

日
本
海
側
迄
大
変
近
く
な
っ
た
も
の
だ
。
が
繁
昌
す
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
粋
を
花
は
、
そ
の
土
地
の
歴
史
で
あ
り
文

人
口
約
五
十
万
人
、
日
本
海
側
最
大
凝
ら
し
た
料
亭
が
軒
を
つ
ら
ね
、
も
で
化
で
あ
り
自
然
環
境
で
あ
る
。
ダ
ン
ゴ

の
都
市
新
潟
は
、
信
濃
川
河
口
に
広
が
な
し
の
主
役
で
あ
る
芸
妓
さ
ん
遠
の
、
は
、
そ
の
土
地
に
住
む
人
達
の
旅
の
人

る
国
際
都
市
で
あ
る
。
新
潟
ら
し
い
心
情
と
、
新
潟
に
馴
染
ん
を
も
て
な
す
心
で
あ
り
、
旅
の
人
を
接

大
洲
盆
地
の
伊
予
街
道
を
、
四
国
遍
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
心
暖
ま
る
も
待
す
る
芸
妓
や
仲
居
さ
ん
達
で
あ
る
。

路
の
陸
の
道
筋
と
し
て
、
全
国
各
地
の
で
な
し
の
心
が
、
堀
と
柳
の
風
光
と
相
戦
前
の
「
大
洲
情
緒
」
は
「
花
と
ダ

人
々
が
足
繁
く
往
来
し
た
の
と
同
様
に
、
侯
っ
て
「
新
潟
情
緒
」
を
深
め
て
い
た
。
ン
ゴ
」
の
調
和
が
よ
く
と
れ
て
い
て
、

港
街
新
潟
は
、
北
前
船
西
廻
り
航
路
の
夜
の
街
で
、
寿
司
屋
さ
ん
に
道
を
た
づ
是
非
行
っ
て
み
た
い
、
ま
た
行
き
た
い

海
の
拠
点
と
し
て
、
出
船
入
船
で
賑
い
ね
た
と
こ
ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
握
り
の
子
を
と
い
う
気
持
を
客
に
も
た
せ
た
も
の
で

d
d
f
z
d古
島
官
弘
、
守
s
d
f苫
f
Z
4守
f
b
J
f岳
J
4
E
S
4是
f
E
4奇
4ぐ
古
》
4
b
t守
宮
器
官
》
々
t
d
f守
JJ古
島
f
奇
d古
号
古
島
C
J
f奇
d
S
4
5
t
t
f奇
d
t
d
f奇
古
吟

で
す
ね
o

V

「
お
は
な
は
ん
」
と
言
っ
た
ら
も
う

古
い
感
じ
が
し
ま
す
け
ど
、
千
葉
の
方

で
は
、
ま
だ
ま
だ
「
大
洲

I
お
は
な
は

ん
の
街
し
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く

残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

V
日
常
品
を
買
っ
た
り
す
る
の
は
、
ご

近
所
の
わ
屈
で
す
ま
せ
て
い
ま
す
し
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
関
し
て
不
便
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
中
の

駅
前
共
同
庖
舗
に
は
大
き
な
期
待
を
よ

せ
て
い
ま
す
。
素
敵
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

亨
子
供
た
ち
(
実
穂
ち
ゃ
ん
H
H
三
歳
H
H
、

仁
実
ち
ゃ
ん
U
一
歳

H)
に
は
、
思
い

や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
欲
し

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成3年12月1日

旅
の
思
い
鵠
…
…
1
1

「
大
洲
情
緒
い

議秘i捕まi
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影浦みどりさん

(大洲・30歳)
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よ
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こ芳
文

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

印
象
的
で
す
ね

V
出
身
は
千
葉
県
の
旭
市
で
す
。
九
十

九
里
浜
の
北
端
近
く
に
位
置
す
る
街
で
、

大
洲
と
同
じ
よ
う
に
、
農
業
を
中
心
に

発
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

V
主
人
と
は
、
旭
市
内
の
職
場
で
知
り

合
い
、
昭
和
六
十
二
年
に
結
婚
。
大
洲

へ
は
平
成
元
年
の
四
月
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。

V
あ
ち
ら
は
広
大
な
干
拓
地
を
抱
え
て

い
ま
す
か
ら
、
見
渡
す
限
り
田
ん
ぼ
や

畑
と
い
う
感
じ
で
す
。
大
洲
の
場
合
は
、

小
じ
ん
ま
り
と
し
て
い
て
、
古
い
街
並

の
残
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
印
象
的

あ
る
。
社
会
の
移
り
変
り
の
中
で
、
ダ
ン

ゴ
の
部
分
が
衰
退
し
、
ま
さ
に
立
ち
消

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

新
潟
に
旅
し
て
「
新
潟
情
緒
」
に
ひ

た
り
つ
つ
、
伝
統
あ
る
「
大
洲
情
緒
」

の
再
成
を
希
求
し
て
い
た
。

新

刊

図

書

案

内

読
書
の
よ
ろ
こ
び
中
村
真
一
郎
著

坐
し
で
は
人
を
救
え
ず
宮
下
博
行
著

一
冊
で
昭
和
の
重
要
問
場
面
を
見
る

友
人
社
編

ス
ー
パ
ー
畑
本
史
古
川
清
行
著

尊
敬
お
く
能
わ
ざ
る
企
業内
橋
克
人
著

O
A
辞

典

涌

田

宏

昭

編

豊

田

英

二

針

木

康

雄

著

い
ま
脳
死
を
ど
う
考
え
る
か
渡
辺
淳
一
著

大

地

震

宇

佐

美

龍

夫

著

食

の

歴

史

黒

田

弘

行

著

タ
イ
家
庭
料
理
入
門
安
武
律
・
他
著

放
送
つ
れ
づ
れ
草
坂
本
朝
一
著

恋

の

名

画

間

選

森

蕗

子

監

修

頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
五
十
年吉
田
蓑
助
著

片
山
敬
済
著

山
田
卓
三
編

天
駆
け
る

あ
そ
び
事
典

3期

納期は12月25日です

今月の納税

固定資産税図

10ー

書

館

全

謹

吾

妻

鏡

け

人

物

往

来

社

吉
行
淳
之
介
菅
野
昭
正
・
他
著

夏

の

死

斎

藤

肇

著

花
ひ
ら
く
心
を
永
遠
に
永
原
睦
代
著

恋
愛
さ
が
し
ね
じ
め
正
一
一
者

あ
の
ひ
と
の
行
方
北
原
リ
エ
著

パ
ン
ド
ラ
の
箱
あ
け
ち
ゃ
っ
た

森

村

桂

著

神

の

火

高

村

薫

著

連

鎖

真

保

持

一

著

ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
偽
書
竹
本
健
治
著

ナ
イ
ト
・
ダ
ン
サ
ー
鳴
海
章
著

島

津

義

弘

徳

永

真

一

郎

著

新

宿

医

科

大

学

永

井

明

著

龍

を

見

た

男

藤

沢

周

平

著

南

海

の

風

雲

児

伴

野

朗

著

大

江

戸

無

頼

笹

沢

左

保

著

血
族
上
・
下

C
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
著

儒
者
萎
涜
と
日
本
村
上
恒
夫
・
他
著



おおず

肱
川
さ
つ
弓
じ
ス
風
に
調
理

広報

瞳
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平成3年12月1日

10月2日、肱川流域開発促進協議会の主催でと肱

川流域の材料を使ったフランス料理の研究会とが開

催されました。会場となった中央公民館には、流域

市町村から主婦ら33人が集合。全日本司厨士協会総

本部理事・門田征吾さんの指導で、 ごチキンのクリ

ーム煮・カレー風味ーなど4種類の料理に挑戦し、

調理後は、自ら手がけたフランスの味に舌鼓をうっ

ていました。

1dho障害者スポーツの集い

v一日保母さん(紙芝居〉

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

11 

十
月
三
十
一
日
、
喜
多
保
育
所
で
、

地
元
肱
北
地
区
区
長
会
長
の
櫛
部
佐
敏

さ
ん
、
市
議
会
議
員
の
吉
岡
昇
平
さ
ん
、

婦
人
会
長
の
尾
崎
千
代
さ
ん
の
三
人
が

一
日
保
母
を
勤
め
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
供
た
ち
に
紙
芝
居
を
披

露
し
た
り
、
一
緒
に
お
遊
ぎ
を
し
た
り

と
、
一
日
保
母
さ
ん
た
ち
も
大
忙
し
。

子
供
た
ち
も
大
喜
び
の
一
日
で
し
た
。

日
頃
の
保
育
所
業
務
を
よ
り
詳
し
く

知
っ
て
も
ら
わ
う
と
始
め
ら
れ
た
こ
の

「
一
日
保
母
事
業
」
は
、
毎
年
一
回
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
も

好
評
の
よ
う
で
す
。



ρ

一
様
嬢
セ
一
ン
タ
ー
だ
よ
り
勺
¥

U

V

Ersifi--ト
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乳

幼

児

n凶』

健

康

診

断

然

・

定

実

施

日

該

当

者

ロ
月
3
日
(
火
)
平
成
3
年
7
月
生
※

ロ
月
四
日
(
火
)
平
成
3
年
4
月
生
※

ロ
月
ロ
日
(
木
)
平
成
2
年
5
月
生

ロ
月
口
日
(
火
)
平
成
3
年
1
月
生
※

ロ
月
包
日
(
水
)
昭
和
白
年
江
月
生

※
は
、
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
健
康
手
帳

ロ
月
四
日
は
、
育
児
相
談
だ
け
で
す
。

平成3年12月1日

告J
、⑩
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守
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広報

ところ

健

康

本目

E炎

場月
戸斤 日寸
13 9 
市時時 12
f生¥ 30月
所 15分 11
二時 1日
F皆 12戸¥
会時水
吉義 ) 

室

ロ
月
1
日

(
日
)

ロ
月
8
日

(
日
)

ロ
月
日
日
(
日
)

ロ
月
幻
日
(
日
)

ロ
月
お
日
(
月
)

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮
⑫
6
8
0
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮

(
ω
2
2
6
2

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
)

宮

(
ω
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑫
4
5
5
1

清
水
医
院
(
志
保
町
)

宮

(
ω
2
0
1
7

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

祖
母
井
医
院
(
中
村
)

宮

(
ω
3
7
5
6

ロ
月

m日
(
日
)

1 12 12 
(月(月(月
7}:: 1 少く 31月 30
)日)日)日

1
月
2
日

(
木
)

1
月
3
日
(
金
)

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑫
2
1
5
1

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

告
⑪
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

告

(
ω
4
5
5
1

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

告

(
ω
2
1
5
1

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮

(
ω
2
1
5
1

松
尾
産
婦
人
科
(
中
村
)

告

(
ω
5
8
0
3

加
戸
病
院
(
若
宮
)

告

(
ω
5
1
0
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
3
7
5
7

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑫
4
5
5
1

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮

(
ω
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
ロ
月
3
日
(
火
)

場

所

時

間

松
下
寿
電
子
工
業

9
時
加
分

i
M
時

ロ
月
5
日
(
木
)

大
洲
郵
便
局

9
時
泊
分

1
ロ
時

市
立
大
洲
病
院
日
時
l
v即
時

歯

科

キ目

E炎

4愛

「
F
U
M
--zo 

実

施

日

内

容

ロ
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

ロ
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

久
し
ぶ
り
の
登
場
で
す
。
広
報
に
編

集
後
記
の
あ
る
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

表
紙
の
H

な
つ
か
し
の
大
洲
u

シ
リ

ー
ズ
も
今
回
で
最
終
回
。
掲
載
中
は
、

励
ま
し
の
お
言
葉
、
戒
め
の
お
言
葉
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
編
集
者
に
と
っ
て
は
、
こ
う
い

っ
た
ご
意
見
が
何
物
に
も
か
え
が
た
い

貴
重
な
財
産
に
な
り
ま
す
。
(
特
に
私

の
よ
う
な
未
熟
な
編
集
者
に
と
っ
て
は
)

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
ま
す

が
、
か
ぜ
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に
(
私

は
ひ
い
て
い
ま
す
が
)
気
を
付
け
て
、

残
り
少
な
く
な
っ
た
一
九
九
一
年
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
く
だ
さ
い
。
で
は
、
ま

た
次
回
、
一
九
九
二
年
の
紙
面
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

12 -

た

相談こと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 12月 9日 10時~15日寺

12月20日ク

12月 9日は市役所3階

会議室

12月20日は市役所2階

会議室

惨人権相談

とき 12月 10 日 13時~16時

12月20日ク

12月10日は肱北公民館

12月20日は市役所 3階

会議室

砂法律相談

とき 12月 5 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配こと相談

とき 12月 2、10、25日

13a寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 12月21日 9 時~12日寺

ところ 市役所2階会議室

急ぐ時はE ⑪3784 (玉木)まで

砂社会保険相談

とき 12月 5、24日10時-16時
ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 12月25日 13時一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館宮⑫6100

大洲福祉会館宮⑫0947

砂不動産無料相談

と き 12月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花居 2階、常磐町4

砂青少年相談電話

青少年に関する様々な相談に

わ答えします。

と き 毎日の執務時間中

電話番号 24-7830 

おおず

ところ
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